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（
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）

0
著
　
書

　
秦
　
　
　
　
博
教
　
授

　
　
「
教
育
五
十
年
」
一
訓
導
か
ら
教
授
ま
で
一
。

　
　
昭
和
四
十
七
年
六
月
七
日
発
行
、
限
定
出
版
・
非
莞
品

O
学
　
会
　
発
　
表

岡
　
　
　
邦
　
俊
　
教
　
授

　
日
本
宗
教
学
会
第
三
十
一
回
学
術
大
会
に
て
研
究
発
表
（
講
演
）

　
（
昭
和
四
十
七
年
十
月
二
十
一
日
、
東
京
駒
沢
大
学
に
於
て
）

題
　
目
　
　
「
代
受
苦
に
つ
い
て
1
浄
土
真
宗
と
キ
リ
ス
ト
教
と
の
比
較
」

中
　
西
　
智
　
海
　
助
教
授

大
阪
私
立
短
期
大
学
協
会
研
究
紀
要
（
昭
和
四
十
七
年
四
月
）

題
　
目
　
「
仏
教
と
歴
史
性
の
研
究
」

音
楽
学
部
関
係

に
論
文
発
表
（
掲
載
）

学
会
活
動
及
び
研
究
発
表

　
酒
　
井
　
　
　
諄
　
教

　
昭
和
四
十
七
年
十
月
九
日
、

彙

授
（
音
楽
学
）

愛
媛
大
学
教
育
学
部
に
お
け
る
東
洋
音
楽
学
会
第
二
十
三
田
全

報

圓
大
会
に
お
い
て
、
伊
勢
志
摩
民
俗
調
査
団
の
調
査
報
告
と
し
て
伊
勢
志
摩
民
俗
音
楽
の
研
究

（
1
）
、
　
「
伊
勢
志
摩
の
民
俗
音
楽
．
」
と
題
し
て
発
表
。

　
昭
和
四
十
七
年
十
月
十
二
口
、
エ
リ
ザ
ベ
ト
音
楽
大
学
に
お
け
る
．
．
．
木
学
会
第
二
十
、
、
一
回
全

国
大
会
の
「
ハ
ン
ス
リ
ッ
ク
の
書
楽
美
学
の
功
罪
」
と
題
し
た
ラ
ウ
ン
ド
テ
ー
ブ
ル
の
パ
ネ
ラ

ー
を
つ
と
め
た
。
ま
た
翌
十
三
日
の
「
音
楽
と
音
楽
学
」
と
題
し
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
司
会
を

つ
と
め
た
。

　
佐
藤
允
彦
助
教
授
（
音
楽
学
）

　
昭
和
四
十
七
年
十
月
十
二
日
、
エ
リ
ザ
ベ
ト
音
楽
大
学
に
お
け
る
音
楽
学
会
第
二
十
三
回
全

国
大
会
で
「
1
9
世
紀
の
音
楽
史
上
の
位
罎
」
と
題
し
た
ラ
ウ
ン
ド
テ
ー
ブ
ル
の
パ
ネ
ラ
ー
を
つ

と
め
た
。

辻
　
井
　
英
　
世
　
助
教
授
（
音
楽
学
）

作
嫡
“
坂
．
フ
ル
ー
ト
、
ギ
タ
ー
、
チ
ェ
ロ
の
た
め
の
く
ナ
フ
タ
〉
（
三
月
二
十
目
）
、
〈

　
　
　
　
　
響
像
V
（
三
月
二
十
口
）
、
女
声
合
唱
と
ピ
ア
ノ
の
た
め
の
く
あ
え
か
な
き
ざ

　
　
　
　
　
し
〉
（
四
月
二
十
目
）
、
フ
ル
ー
ト
の
た
め
の
く
ポ
リ
モ
ル
フ
ィ
ー
V
（
七
月

　
　
　
　
　
二
十
目
）
、
以
上
4
作
品
音
楽
三
友
社

論
　
　
文
”
「
意
識
の
浮
動
（
バ
ッ
ハ
に
つ
い
て
）
」
　
「
音
楽
現
代
」
第
二
巻
第
五
号
（
五

　
　
　
　
　
月
　
日
）

講
　
　
義
一
「
音
楽
と
不
確
定
性
」
二
月
十
七
日
、
於
大
阪
ド
イ
ツ
文
化
セ
ン
タ
ー

小
野
功
龍
助
教
授
（
音
楽
学
）

紐
ゾ
麩
刀
士
心
摩
n
民
俗
立
日
淑
木
加
調
査
。

　
中
山
明
慶
講
師
（
音
楽
学
）

　
昭
和
四
十
七
年
五
月
二
十
九
日
、
相
愛
女
子
大
学
に
お
い
て
、
大
阪
楽
友
協
会
音
楽
研
究
所

第
一
回
〈
音
楽
研
究
講
座
〉
に
「
J
・
S
バ
ッ
ハ
の
“
フ
ー
ガ
の
技
法
”
に
つ
い
て
」
と
題
し

て
発
表
。

　
昭
和
四
十
七
年
十
月
十
二
日
、
エ
リ
ザ
ベ
ト
音
楽
大
学
に
お
い
て
の
音
楽
学
会
第
二
十
三
回

全
国
大
会
で
「
バ
ロ
ッ
ク
音
楽
研
究
の
基
本
間
題
」
と
題
し
た
ラ
ウ
ン
ド
テ
ー
ブ
ル
の
パ
ネ
ラ

ー
を
つ
と
め
た
。
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彙

報

六
八

大
　
谷
　
紀
美
子
　
講
　
師
（
音
楽
学
）

　
昭
和
四
十
七
年
十
年
九
日
愛
媛
大
学
教
育
学
部
に
お
け
る
東
洋
音
楽
学
会
第
二
十
三
回
全
国

大
会
に
お
い
て
伊
勢
志
摩
民
俗
調
査
団
の
調
査
報
告
と
し
て
、
伊
勢
志
摩
民
俗
音
楽
の
研
究
（

2
）
　
「
式
年
遷
宮
に
お
け
る
御
木
曳
に
つ
い
て
」
と
題
し
て
発
表
。

　
木
川
田
　
　
　
誠
　
助
教
授
（
声
楽
）

　
昭
和
四
十
七
年
一
月
十
三
月
厚
生
年
金
中
ホ
：
ル
に
お
い
て
の
室
内
オ
ペ
ラ
、
テ
レ
マ
ン
作

曲
の
「
ピ
ン
ピ
ノ
ー
ネ
」
の
主
役
と
し
て
出
演
。

　
昭
和
四
十
七
年
十
月
三
十
一
日
毎
日
ホ
ー
ル
に
お
い
て
シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
作
曲
「
冬
の
旅
」
全

曲
の
リ
サ
イ
タ
ル
を
開
く
。

伊
勢
志
摩
民
俗
音
楽
調
査
に
つ
い
て

　
東
洋
音
楽
学
会
で
は
、
第
九
回
民
俗
音
楽
の
調
査
地
を
伊
勢
志
摩
地
方
と
決
定
さ
れ
、
関
西

支
部
の
置
か
れ
る
本
学
か
ら
は
酒
井
諄
、
小
野
功
龍
、
中
山
明
慶
、
大
谷
紀
美
子
、
西
島
恵
子

の
各
教
員
諸
氏
が
参
加
し
た
。
第
一
次
は
昭
和
四
十
七
年
三
月
十
日
～
十
七
日
、
第
二
次
は
七

月
二
十
四
日
～
三
十
一
日
の
三
期
に
亘
っ
て
実
施
さ
れ
た
が
、
特
に
第
二
次
調
査
に
お
い
て

は
、
若
干
名
の
音
楽
学
専
攻
学
生
も
参
加
し
た
。

　
な
お
、
こ
の
調
査
報
告
の
一
部
は
、
昭
和
四
十
七
年
十
月
九
・
十
両
日
愛
媛
大
学
で
の
東
洋

音
楽
理
会
第
二
十
三
回
全
国
大
会
に
お
い
て
、
「
伊
勢
志
摩
民
俗
音
楽
の
研
究
」
と
題
し
て
酒

井
塵
、
大
谷
紀
美
子
両
氏
に
よ
っ
て
発
表
さ
れ
た
。

久
志
本
　
秀
　
夫
　
助
教
授
（
外
国
語
・
歴
史
）

　
昭
和
四
十
七
年
十
月
十
五
日
、
日
本
西
洋
史
学
三
三
二
十
二
回
大
会
（
於
、
徳
島
大
学
教
養

部
（
に
て
「
ル
ネ
サ
ン
ス
」
に
お
け
る
古
代
の
発
見
　
　
特
に
ア
ン
コ
ー
ナ
の
チ
リ
ア
コ
の
業

績
に
つ
い
て
一
」
と
題
し
て
研
究
発
表
を
し
た
。

作
品
発
表
及
び
リ
サ
イ
タ
ル

山
．
田
光
生
助
教
授
（
作
曲
）

　
昭
和
四
十
七
年
五
月
二
十
五
日
、
東
京
虎
ノ
門
ホ
ー
ル
に
て
「
第
五
回
グ
ル
ー
プ
ー
2
・
1
作

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
リ
ヨ
ウ
メ
ン
ス
ク
ナ

品
演
奏
会
」
　
（
新
作
管
弦
楽
曲
に
よ
る
コ
ン
サ
ー
ト
）
で
作
曲
の
「
両
面
宿
灘
」
　
（
オ
ー
ケ
ス

ト
ラ
と
声
に
よ
る
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
）
を
指
揮
山
岡
重
信
、
バ
リ
ト
ン
木
川
田
誠
、
ソ
プ
ラ
ノ
山

田
紀
久
子
、
管
弦
楽
東
京
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
交
響
楽
団
の
出
演
に
よ
っ
て
発
表
。

　
門
　
屋
　
菊
　
子
　
助
教
授
（
声
楽
）

　
昭
和
四
十
七
年
】
月
十
三
日
厚
生
年
金
中
ホ
ー
ル
に
お
い
て
の
室
内
オ
ペ
ラ
、

作
曲
の
「
電
話
」
の
ル
ー
シ
ー
役
で
出
演
。

メ
ノ
ッ
テ
イ

　
瀧
野
澄
子
講
師
（
声
楽
・
ソ
ル
フ
ェ
ー
ジ
ュ
）

　
昭
和
四
十
七
年
五
月
十
八
口
郵
便
貯
金
ホ
ー
ル
に
て
ソ
プ
ラ
ノ
・
リ
サ
イ
タ
ル
を
開
い
た
。

曲
目
は
、
別
宮
貞
雄
作
曲
、
歌
曲
集
「
淡
彩
抄
」
「
立
原
道
造
に
よ
る
四
つ
の
う
た
」
バ
ッ
ハ

作
曲
カ
ン
タ
ー
タ
第
三
十
九
番
、
五
十
八
番
、
百
二
十
九
番
、
復
活
祭
オ
ラ
ト
リ
オ
か
ら
ア
リ

ア
。

　
賛
助
出
演
　
沢
村
千
栄
子
（
ピ
ア
ノ
・
チ
ェ
ン
バ
ロ
）
、
吉
永
清
子
（
バ
イ
オ
リ
ン
）
、
若

　
　
　
　
　
林
正
史
（
フ
ル
ー
ト
）
、
藤
田
淑
子
（
チ
ェ
ロ
）

徳
末
悦
子
教
授
（
ピ
ア
ノ
）

　
昭
和
四
十
七
年
三
月
三
十
日
、
神
戸
・
県
民
小
劇
場
に
お
い
て
「
フ
ラ
ン
ス
音
楽
の
夕
べ
」

と
題
し
て
ピ
ア
ノ
リ
サ
イ
タ
ル
を
開
い
た
。
曲
目
は
、
ド
ビ
ュ
ッ
シ
ー
の
「
版
画
」
「
月
の
光

」
　
「
亜
麻
色
の
髪
の
乙
女
」
　
「
喜
び
の
島
」
、
プ
ー
ラ
ン
ク
の
「
無
窮
動
」
　
「
牧
歌
」
　
「
ト
ッ

カ
ー
タ
」
、
ラ
ヴ
エ
ル
の
「
夜
の
ガ
ス
パ
ー
ル
」
。

伊
奈
和
子
助
教
授
（
ピ
ア
ノ
）

　
昭
和
四
十
七
年
二
月
六
日
、
テ
レ
ビ
リ
サ
イ
タ
ル
（
N
H
K
・
T
V
）
に
お
い
て
、
べ
ー
ト

ヴ
ェ
ン
の
熱
情
ソ
ナ
タ
他
を
演
奏
。

　
昭
和
四
十
七
年
三
月
十
八
日
、
大
津
商
工
会
議
所
ホ
ー
ル
に
お
い
て
の
ピ
ア
ノ
・
リ
サ
イ
タ

ル
に
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の
ソ
ナ
タ
（
ト
ル
コ
マ
ー
チ
付
）
、
べ
ー
ト
ヴ
ェ
ン
の
熱
情
ソ
ナ
タ
、
シ
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ヨ
パ
ン
の
英
雄
ポ
ロ
ネ
ー
ズ
他
を
演
奏
。

　
昭
和
四
十
七
年
五
月
二
十
五
日
、
東
京
第
一
生
命
ホ
ー
ル
に
お
い
て
の
ピ
ア
ノ
・
リ
サ
イ
タ

ル
に
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
、
ハ
イ
ド
ン
、
べ
ー
ト
ヴ
ェ
ン
、
シ
ョ
パ
ン
、
邦
人
作
晶
な
ど
を
演
姜
。

　
内
　
田
　
胎
　
子
　
助
教
授
（
ピ
ア
ノ
）

　
昭
和
四
十
七
年
九
月
十
四
日
、
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
サ
ロ
ン
に
お
い
て
ピ
ア
ノ
・
リ
サ
イ
タ
ル
を

開
い
た
。
曲
目
は
　
グ
ラ
ズ
ノ
ブ
作
曲
ソ
ナ
タ
第
一
番
作
品
七
十
四
、
ス
ク
リ
ァ
ビ
ン
作
曲
二

つ
の
詩
曲
作
品
三
十
二
、
ス
ク
リ
ァ
ど
ン
作
曲
エ
チ
ュ
ー
ド
作
品
四
十
二
の
四
、
四
十
一
一
の

五
、
ス
ク
リ
ァ
ビ
ン
作
曲
ソ
ナ
タ
第
五
番
作
品
五
十
三
。

O
著
　
書

短
大
国
文
学
科
関
係

今
小
路
　
覚
　
瑞
　
教
　
授
（
ペ
ン
ネ
L
ム
…
王
山
詞
）

「
歌
文
集
　
ひ
と
り
し
っ
か
」

昭
和
四
十
七
年
五
月
五
日
、
初
音
書
房
発
行

O
評
論
発
表

　
沢
村
千
栄
子
助
手
（
ピ
ア
ノ
）

　
昭
和
四
十
七
年
六
月
十
四
日
、
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
・
サ
ロ
ン
に
お
い
て
の
ピ
ア
ノ

ル
で
、
ラ
ヴ
ェ
ル
の
「
ク
ー
プ
ラ
ン
の
墓
」
　
「
夜
の
ガ
ス
パ
ー
ル
」
を
演
奏
。

卒
業
論
文
く
音
楽
学
専
攻
V

・
リ
サ
イ
タ

森
　
本
　
茂
　
助
　
教
　
授

題
　
日
　
「
文
学
と
風
土
」
京
都
府

　
「
解
釈
」
昭
和
四
十
七
年
一
・
四
・
九
月
号
に
掲
載

74

浅
　
田
　
博
　
子

上
方
落
語
に
於
け
る
寄
席
雛
子
1
と
く
に

「
は
め
も
の
」
に
つ
い
て
一

短
大
家
政
学
科
関
係

（
食
物
専
攻
・
被
服
専
攻
）

今
　
荘
　
英
　
子

合
方
の
音
楽
的

中
　
辻
　
千
鶴
子

標
題
音
楽
に
関
す
る
一
考
察
i
と
く
に
標
題
性
の
問
題
を
め
ぐ
っ
て
・
1

0
著
　
書

神
　
田
　
美
年
子
　
教
　
授

　
「
被
服
学
概
論
」
の
中
の
「
被
服
の
デ
ザ
イ
ン
」
の
部
を
分
担
執
筆

昭
和
四
十
七
年
一
月
、
日
本
繊
維
製
品
消
費
科
学
会
発
行

塩
　
野
　
緑
　
子
　
教
　
授

山
　
口
　
光
　
子
　
助
　
手

彙

報

「
調
理
の
理
論
と
手
法
」

昭
和
四
十
七
年
九
月
一
口
、

化
学
同
人
発
行
、
定
価
九
〇
〇
円

六
九



　
　
　
　
　
　
　
彙
　
　
　
　
報

O
学
会
発
表

　
小
　
原
　
国
　
彦
　
教
　
授

　
玉
置
ミ
ョ
子
助
手

　
　
一
、
昭
和
四
十
七
年
日
本
家
政
学
会
総
会
（
昭
和
四
十
七
年
十
月
一
日
、
東
京
）
に
於
い
て

　
　
　
研
究
発
表
（
講
演
）

　
　
　
題
　
目
　
O
帥
巳
一
畠
ロ
①
霞
6
巳
8
拶
閑
鴫
－
＝
の
炭
素
源
零
下
に
み
る
拮
抗
現
象
と
塩
高

　
　
　
　
　
　
　
張
に
つ
い
て

　
二
、
昭
和
四
十
七
年
日
本
栄
養
改
善
学
会
総
会
（
昭
和
四
十
七
年
十
月
十
九
日
、
静
岡
）
に

　
　
　
於
い
て
研
究
発
表
（
講
演
）

　
　
　
題
　
目
　
海
産
脂
質
資
化
性
酵
母
生
産
へ
の
条
件
探
索

O
論
文
・
評
論
・
作
品
発
表

　
木
　
下
　
邦
　
夫
　
講
　
師

　
　
「
洗
い
と
縫
い
の
制
御
の
最
近
の
傾
向
」

　
　
衣
生
活
．
昭
和
四
十
七
年
一
月
号
に
掲
載

　
山
　
本
　
登
美
子
　
教
　
授

　
　
作
品
発
表
　
e
、
昭
和
四
十
七
年
二
月
二
十
六
日
、
大
阪
毎
日
ホ
ー
ル
に
於
い
て
日
本
デ

　
　
　
　
　
　
　
　
ザ
イ
ン
文
化
協
会
（
N
D
K
）
主
催
の
「
七
十
二
年
・
春
夏
作
品
発
表

　
　
　
　
　
　
　
　
会
」

　
　
　
　
　
　
　
　
作
品
名
…
。
プ
レ
タ
ポ
ル
テ
に
於
け
る
一
考
察
の
ア
フ
タ
ヌ
ー
ン
ド
レ
ス

　
　
　
　
　
　
　
⇔
、
昭
和
四
十
七
年
三
月
十
一
日

　
　
　
　
　
　
　
　
口
本
デ
ザ
イ
ン
文
化
協
会
主
催
の
関
西
テ
レ
ビ
放
送

　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
ほ
ほ
え
み
の
展
開
」
テ
レ
ビ
シ
ョ
ー
（
午
後
三
時
～
四
時
）

　
　
　
　
　
　
　
　
作
［
－
名
…
原
始
時
代
と
近
代
と
を
関
連
づ
け
た
プ
ロ
ト
ス
タ
イ
ル
の
ワ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ン
ピ
ー
ス
ド
レ
ス

七
〇

O
海
外
旅
行

　
神
　
田
　
美
年
子
　
教
授

　
　
第
二
十
回
国
際
家
政
学
会
総
会
に
参
加
、
　
（
一
九
七
二
年
七
月
二
十
三
日
～
二
十
九
日
、

　
　
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
ヘ
ル
シ
ン
キ
工
科
大
学
に
於
い
て
）
、
右
の
総
会
出
席
の
た
め
、
七
月

　
　
二
十
　
日
羽
田
発
、
デ
ン
マ
ー
ク
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
、
ス
エ
ー
デ
ン
、
イ
ギ
リ
ス
、
フ
ラ
ン

　
　
ス
、
ス
ペ
イ
ン
、
イ
タ
リ
ア
等
を
視
察
し
、
八
月
九
日
帰
国
。
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編　集　後　記

　本巻をもってこの研究論集は第20巻となった。論文は，充実した11篇。こ

のうち新進の研究論文多数を収録し得たことは，将来の相愛学園が発展する

一つのメルクマールとして欣びにたえない次第である。

　なお，この巻より，研究論集という特色を出すために，彙報に関しては，

従来のものとは異なり，かなり削減されたものが多々あり，一篇でも多くの

研究論文を掲載することを目的とした。この彙報に関して従来の会報的立場

をとるならば，研究や社会活動の多くの業績のあった木場集蔵先生急逝，富

田朋介先生ご逝去に関しての追悼文を載せるべきであるが，前巻の論集で富

田先生の論文が絶筆となったこと，また木場先生においては，本巻に掲載の

予約をされながら，ついにはたしえなかったことをここに述べさせていただ

き，ご両人の冥福を祈る次第である。

　更に，湯巻は，相愛学園創立八十五周年を記念するべき記念号となるので

ご期待下さい。

編　集　委　員

（委員長）

　
本
取
申
山
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革
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白
田
中
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